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 先週は、米朝首脳会談の行方が怪しくなってきた事から株価も為替もリスク回避の動き

が強まりました。 

 クロス円でも大きく下げる動きが見られ、円高相場となっています。 

８週連続で続いた株高に対する本格的な調整となるかどうかがポイントです。 

リスク回避の流れがおさまるのか加速するのか週明けからの動きが気になります。 

 月曜はロンドンとＮＹ市場が休場となっています。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１１１．４円あたりで頭打ちになり、先週は１０９円まで下げました。 

１０８．６円を割り込むような動きになると調整が深まる可能性があります。 

 まずは、１０９－１１０円のどちらにブレイクするかに注目したいです。 

     

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円はユーロやポンドなどが大きく下げてきています。 

中長期的に見てもテクニカルで下落に転じてきそうなので、安値更新の動きに注意しなが

ら取引したいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では鉱工業生産などがあります。 

米国ではＡＤＰ全国雇用者数、米地区連銀経済報告（ベージュブック）、個人所得、シカゴ

購買部協会景気指数、雇用統計、ＩＳＭ製造業景況指数などが発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏で消費者物価指数などがあります。 

ほかには、カナダで政策金利、中国で製造業ＰＭＩの発表などがあります。 


